
「
君
を
幸
せ
に
す
る
」
と
言
わ
れ
て
も
、
声
に
覇
気
が
な
か
っ
た
り
目

が
泳
い
で
い
た
り
す
る
と
信
じ
て
い
い
の
か
不
安
に
な
る
。
ヒ
ト
は
発
言

内
容
（
言
語
情
報
）
に
加
え
て
、
そ
れ
を
言
う
と
き
の
様
子
、
す
な
わ
ち

声
の
調
子
（
韻
律
）、
表
情
、
視
線
、
身
振
り
、
身
体
接
触
な
ど
と
い
っ

た
複
数
の
異
な
る
器
官
で
得
ら
れ
る
感
覚
（
モ
ダ
リ
テ
ィm

odality

）

を
統
合
し
て
発
言
や
場
の
理
解
・
推
論
に
役
立
て
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数

(m
ulti-)

の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
統
合
す
る
こ
と
を
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
よ
ぶ
。

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル(m

ultim
odal)

は
そ
の
形
容
詞
形
で
あ
る
。

よ
く
似
た
こ
と
ば
に
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
が
あ
る
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
と
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
は
密
接
に
関
係
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
に
違
い
が
あ
る
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
は
媒
体(m

edia)
に
注
目
し
た

概
念
で
、
た
と
え
ば
音
楽
の
流
れ
る
絵
本
の
よ
う
に
文
字
、
画
像
、
音
声

と
い
っ
た
異
な
る
複
数
の
情
報
提
供
媒
体
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
知
覚
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
例
で
い

え
ば
視
覚
で
は
文
章
と
絵
、
聴
覚
で
は
音
楽
と
読
み
聞
か
せ
の
声
を
知
覚

し
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
作
品
を
体
験
す
る
こ
と
に
該
当
す
る
。

「
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
」
の
語
の
使
わ
れ
方
に
は
分
野
間
で
ず
れ
が
見
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
概
念
が
登
場
し
た
工
学
と
人

文
社
会
系
を
例
に
み
て
い
き
た
い
。
前
者
で
は
、ヒ
ト
と
機
械（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
）
と
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
。
従
来
の
キ
ー
ボ
ー

ド
に
よ
る
文
字
入
力
に
対
し
て
、
現
在
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
は
マ
イ

ク
や
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
を
用
い
た
音
声
・
画
像
・
指
の
動
き
な
ど
に
よ

る
入
力
が
可
能
な
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
も
搭
載
さ
れ
て
い

マルチモダリティ
Multimodality
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る
。
こ
れ
は
ヒ
ト
の
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
な
知
覚
に
倣
っ
た
も
の
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
む
し
ろ
情
報
獲
得
装
置
あ
る
い
は

手
段
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

後
者
で
は
、
ヒ
ト
同
士
の
会
話
や
や
り
と
り
（
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

の
研
究
に
お
い
て
、
発
言
内
容
の
記
録
を
超
え
て
、
韻
律
、
表
情
、
視
線
、

身
振
り
と
い
っ
た
非
言
語
的
特
徴
に
も
注
目
し
た
記
述
・
分
析
を
お
こ
な

う
こ
と
を
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
な
記
述
と
よ
ぶ
。
話
す
と
い
う
日
常
的
な
行

動
に
潜
む
、
普
段
ヒ
ト
が
無
意
識
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
化
・

可
視
化
さ
せ
る
手
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
知
覚
可
能

で
何
ら
か
の
意
味
や
表
象
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
言
語
・
韻
律
お
よ
び
各

種
非
言
語
行
動
（
視
線
な
ど
）
の
区
分
を
指
す
。

工
学
お
よ
び
人
文
社
会
系
の
分
野
で
使
用
さ
れ
る
「
マ
ル
チ
モ
ダ
リ

テ
ィ
」
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
複
数
の
装
置
を
用
い
て
異
な
る
特
徴
を

持
つ
デ
ー
タ
を
得
て
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

非
言
語
の
デ
ー
タ
を
重
視
す
る
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
肝
要
で
あ
る
。
言
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
抽
象
的
で
複
雑
な
内
容
を
処
理
で
き
る

が
、
そ
の
ぶ
ん
内
容
理
解
の
た
め
の
認
知
的
・
時
間
的
コ
ス
ト
が
大
き
く

エ
ラ
ー
（
聞
き
違
い
）
も
発
生
し
や
す
い
。
一
方
、
感
覚
知
覚
や
直
観
的

操
作
（
た
と
え
ば
マ
ウ
ス
の
ク
リ
ッ
ク
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
の
ス
ワ
イ
プ
な

ど
）
は
認
知
的
負
担
が
軽
く
短
時
間
で
済
む
。
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
か

か
わ
る
研
究
と
は
、
カ
メ
ラ
な
ど
の
機
器
を
複
数
種
類
用
い
て
、
言
語
情

報
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
ヒ
ト
の
直
観
的
な
認
知
や
感
情
、
無
意
識
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

君を幸せに
する
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